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会員各位                  群馬菱の実会 会長 長嶺 元 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）No．１８０ 
 

期 日 平成２０年４月２２日（火曜日） 

場 所 馬電 ゲストホール   （ 集合時間  １５：００ ） 

内 容 

 

（１） 自由時間、工場見学（希望者） １５：００ ～ １５：４０ 

（２） 総 会 １５：５０ ～ １６：５０ 

（３） 記念撮影 １６：５５ ～ １７：１０ 

（４） 懇親会 １７：１５ ～ １９：００ 

会 費 

 当日、会場で会費を徴収させて頂きます。 

（１） 平成２０年度 会費    ： ３,０００円  

  （ 総会欠席者は、後日郵便振替用紙を送りますので、ご送金下さい ） 

（２） 懇親会費（参加者のみ） ： ３,０００円 

会場までの 

交通手段 

 

 

 

 

（１） 車で来所される方は、当日正門で駐車場のご案内をいたします。 

（２） ＪＲ高崎線で来られる方は、次の列車に合わせ、熊谷駅南口に迎えの 

   車が待機していますのでご利用下さい。 

      上野発  １３：００  熊谷着  １４：０４ 

（３） 東武伊勢崎線で来られる方は、下記列車をご利用下さい。 

 ・ 伊勢崎方面から ・・・ 伊勢崎発 １３：５４  木崎着  １４：１１ 

 ・ 太田方面から   ・・・ 太田発  １４：４３  木崎着  １４：５０ 

   （ 電車を利用される方のみ、木崎駅までお迎えにあがります） 

（４） 懇親会終了後、木崎駅経由で、熊谷駅まで送りの車を出します。 

   （ 19：１０ 出発予定 ） 

群馬菱の実会だより 2008-４-１(火) 

ボランティア情報 
３月８日（土）備前島浄水場（太田市西部地域の下水の 

浄水）が町づくり１％事業で進めている 芝桜植栽作業 

のボランティア。MGV（三菱電機群馬ボランティア会）と 

一緒に参加しました。(菱の実会からは１５名の参加) 

当日は朝から北風が強く寒かったのですが、中学生が 

多数参加していましたので、予定の半分の１人一坪 

１００本の植栽で早めに終了しました。   

４月には美しく咲きほこり、浄水場の名物になるでしょう。 

第２２回をむかえる本年度の群馬菱の実会の総会を、下記のとおり開催いたします。 

会員の皆様には、万障お繰り合わせの上、ぜひご出席下さるようお願い申し上げます。 

（ 同封の返信用はがきは、４月１０日（木）までに到着するようご投函ください。 

なお、はがきの表側には、〒・住所・氏名、裏側にも氏名のご記入をお願いします。 

毎年氏名の記入漏れがありますので、ご注意ください ） 

 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 会員投稿 】    奥田文一さんを偲んで 

１． 昭和３４年４月、菱電機器（株）尾島工場の発足のため、名古屋製作所家電 

工場の技術部門の責任者として派遣され、小型家庭用電気器具の開発設計 

を担当され、当社発展の基礎を築かれた事はご承知の通りです。 

特に現在の馬電の主体となっているエコ給湯機については、電気温水器の経 

験ある当社へ、中部電力より夜間の余剰電力を利用した温水器の開発依頼が 

あり、落下貯湯式温水器を開発、全電力会社のルートでの販売で業界を席捲。 

続いて奥田さんの発案で使い勝手の良い、床置押上式温水器（現・深夜電力 

利用温水器の基本形）の開発、発売で深夜電力温水器のトップメーカーとなったことは、ご承知の通り

です。また、温水器のみならず、胴体２分割クリーナー「風神」の開発など・・・・。 

奥田さんのお元気で活躍されて居られた時の事を思い返し、惜別の感一入であり、ご冥福をお祈り申し

上げている次第です。                                  ＜ 祖父江 常雄 ＞ 

２． 奥田さんには「群馬菱の実会」の発足に大変ご尽力いただいたと聞いております。 

創設から 22年が経ち、いまや会員も350名を超えて「菱の実会だより」や各種の活動を通じて共に働い

た仲間との交流や近況を知る場として期待されている会だと確信しています。 

また、奥田さんは、私が入社した時の直属の部長であり、モーターの設計を担当することになったため

その先生でもありました。大きな体に厳つい顔、最初は怖そうでとても近寄りがたい方と思いましたが、

はにかみ笑いをしながらとつとつと話されるのでほっとしたのを覚えております。 

「菱の実会」発足以来総会と懇親会にはよく出席くださっていたようで、8年前私が菱の実会の幹事を引

き受けてからは、時々熊谷駅までお迎えに行きました。群馬製作所時代や近況の話をするのがとても楽

しみな様子でした。懇親会の乾杯の音頭をお願いすると「わしゃ話が苦手だから」と大きな体をすぼめる

ようにして笑顔でおっしゃりながら必ず引き受けてくださいました。 

3年前「90歳になったら足腰が弱ったので来年からは総会にも出られなくなるな」とおっしゃって 5年分

の会費を納めて「出歩けなくなっても、競馬はやれるから」といつもの笑顔でおっしゃって帰られたのが

ついこのあいだのように思い出されます。きっとその後も楽しい日々を過ごされたことと信じつつご冥福

をお祈り申しあげます。                                        ＜ 長嶺   元 ＞ 

  （今後、このような故人を偲んでの記事を載せていきたいと思いますので、ご投稿下さるようお願いいたします） 

シリーズ・【 馬電の思い出 】 
あの時代・・・みんな一生懸命でした。忘れてならないのは、あの時代、あの体験、あの苦労があって、 

今があるということ。  「温故知新」  時々過去を振り返り、今を見直すことも必要ではないでしょうか。 

シリーズで、馬電の過去を振り返ってみたいと思います。 1回目は、馬電の一つの転換期です。 

①  昭和４５年～４９年 ・・・ 「 情報機器への挑戦 」 
昭和４５年は、馬電にとって一つの転換期であり、難関期でした。 

主力商品の温水器、クリーナが市況の低迷に見舞われ、大胆な体質改善が実施されました。 

鎌倉製作所と姫路製作所に合わせて５８名の生産応援者を派遣、これがきっかけで鎌倉製作所の担当

機種であった「磁気ディスク」の生産を開始しました。 

そして昭和４６年からは、「オフィスコンピュータＭＥＬＣＯＭ８０シリーズ」の生産が開始されました。 

昭和４７年に電子機器製造課が発足して、「磁気ディスク」や「磁気ヘッド」の外販や、「ガソリンスタンド用

ＰＯＳ」も手がけました。 

一方、従来の家電品も、昭和４７年に業界初の「電子ジャー炊飯器」を発売してヒット商品となり、続いて

「電子レンジ」が静岡製作所から移管され、馬電の新しい柱に育っていきました。 

この２つの機種の導入で、売上も急上昇に転じました。 

しかし、昭和４９年には、「石油危機」による不況が日本を襲い、馬電も延べ１２日にわたる創立以来初の

帰休に追い込まれました。 

社員数は、昭和４５年に１６３７人を数えましたが、これをピークに以降減尐していきました。 

―----― この、昭和４５年から４９年の難関期に、所長としてカジをとったのが、奥田文一さんでした。 

 



（３）No．１８０ 

【 会員投稿 】       人名（ 名前 ）のいろいろ （２）        川柳創駄郎 

  
●三島由紀夫（平岡公威：ひらおかきみたけ）・・・乗換駅だった「三島」を苗字にした。またそこから仰ぐ富士

の「雪」にちなんで「由紀夫」としたという。「仮面の告白」「金閣寺」「潮騒」等。難しい本が多い様ですが「潮

騒」は、中・高校生に読む事を薦めます。（ｃａｓｉｏ XD-ST6200 電子辞書より） 
 
途中ですが一休みして、書いている人が創駄郎さんですから、川柳を幾つかお願いします。 

では、時事川柳としては時期のずれがありますので、インパクトは弱いと思いますが・・・。 

「ホリエモン 昔はゴエモン 似てるかな」 「粉飾も 表に出れば 犯罪だ」 「ライブドア 想定外だ 逮捕

劇」 「定年後 想定内だ 我が家では」 格差社会とか、有るとか無いとか。我が家では「妻の声 他人と俺

とで 格差あり」  

「赤福も ラブチキンモーも みんなうそ」 ラブ→恋人（ﾗﾌﾞ）白い恋人、チキン→比内地鳥、モー（牛肉）。

「早い人 遅い辞任 政治力」「安倍総理 巨人の阿部と 字（地）が違う」 小沢さんは辞任が早い（撤回す

る）し、安倍さんは参院選後辞任を言われましたが、共に判断ミスで一人芝居だったと思います。 

政界と野球界を比較することはどうかと思いますが、阿部さんが活躍すればチーム力がアップする。（個人

プレーも成立する）。政界では、個人プレーは無理のようです。（反主流派ができる）。これも政治力、地（地

盤）の影響で流れが変わっていくようです。地盤→事をなす根拠地。勢力範囲の意味があります。 

「後釜も 福田福田と 福は内」 自民党に 福を呼ぶか、群馬県人としては関心を持ちます。 

本線に戻ります。芸能人の芸名について。 

レッドソックスで活躍している、「松坂大輔」の大輔は、「Ｙ高」の先輩、荒木大輔の大輔です。野球選手にな

って活躍出来るように願いをこめて付けた様です。（芸能人でないですが、又記憶違いかも？） 

小林稔侍は、鉄道員（ぽっぽや）で高倉健と共演して大感激したそうです。東映下積時代から健さんに憧れ

ていたからです。息子に健をつけ、小林健として俳優で頑張っています。 

北島ファミリーの「北山たけし」は、北島の北、山本譲二の山をいただき、北山と付けました。 

「加山雄三」（本名：池端直亮）は、加賀百万石の加、富士山の山、英雄の雄、東宝プロデューサーの松山

善三の三の名を得て加山雄三と付けました。 

朝のテレビ小説（ＮＨＫ）「ちりとてちん」に出演している「江波杏子」は、話は古くなりますが、東宝で石坂洋

次郎の「若い人」の映画化に伴い、主人公の江波恵子役を募集し、江波和子として売り出した。会社の期待

がうかがえます。その後遺児が大映ニューフェースとして入社した。会社側は江波和子の娘とは知らずに採

用したのだが、事実が明らかになった時、江波杏子という芸名を彼女に与えた。日活では、江波恵子に吉永

小百合、教師たちを石原裕次郎、浅丘ルリ子が演じて映画化した。 

ＮＨＫ大河ドラマ（風林火山）に出演している「藤村志保」は、大映で（破戒）の映画化に伴い原作者の島崎

藤村の藤村と、破戒に出てくる志保の名を付けました。 

また、「山本勘助」の名から「山勘」という言葉が生まれています。山勘→山師のように、計略にかけて人を動

かす。一方、藤村は詩人でもあり、（名も知らぬ遠き島より流れ寄る椰子の実一つ・・・）という椰子の実の詩が

ありますが、伊良湖岬に流れ寄った椰子の実にヒントを得て生まれた詩と聞いています。 

伊良湖岬→愛知県渥美半島西端の岬、伊勢湾口を挟んで志摩半島に相対する。志摩半島といえば、伊勢

神宮（問題を起こした赤福の地元です）、鳥羽港から伊良湖岬に船便がある。 

三島由紀夫の「潮騒」の舞台、歌島のモデル「神島」も見られます。 

（吉永小百合、浜田光夫）（山口百恵、三浦友和）で、日活と東宝で映画化されております。 

まだまだ纏わりついた話はありますが、終りにします。 

終りに ・・・ 「暇だから 調べたことを 書くだけさ」 「調べても 所詮忘れる 記憶力」 

追記 ：読むも良し 読まぬも良し 為になるやらならぬやら。所詮徒然（つれづれ）に書いた文章です。 

でも、この場所を読んでいる人は、始めから読んでいると確信します。ありがとうございます。 

（徒然→することもなく退屈なさま。だから、たまにはペンを取り？こんな心境ですか？） 

創駄郎君も、元気に頑張っているようです。よろしくの事です。               ＜終＞ 

 



（４）No．１８０ 

◇ お し ら せ ◇ 

  日時 場所 申込み、その他 

1 
４月の 

  囲碁愛好会 
４月１４日（月） 
９：３０～ 

赤城倶楽部 ご自由にご参加下さい。 

２ ４月の麻雀会 
４月１０日（木） 
４月２４日（木） 
９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 
会費２０００円 

申込み 4/8(火) 22 日(火) 
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

３ 
４月 
グラウンドゴルフ 
      例会 

４月２８日（月） 
９：３０～ 

（集合 ９：１５） 

利根ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 
ｺﾞﾙﾌ場 

（会費：無料）  

希望者は直接会場へ 

（雨天中止） 

４ ゴルフ愛好会例会 6 月上旬予定 
萩原（56-3852）関根（31-8410） 

川口（56-2678） 

長谷川（0270-74-2056） 

５ 
５月の 

パソコンサークル 

５月７日（水） 

１３：３０～１５：３０ 
労組事務室 ご自由にご参加ください 

６ 
５月の 

カラオケ月例会 

５月７日（水） 

１７：３０～２０：３０ 

カラオケ本舗 
「まねきねこ」 

0276-52-3450 

申込み：4 月２5 日（金）まで 
佐藤辰利（0276-52-4688） 
大橋  浩（0276-52-3866） 

７ 
第８回 

太田でテニスの輪を 

ひろげよう会 

５月１７日（土） 

10:40 までに集合 

  （時刻厳守） 

ｻﾝ･ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ 

太田 

会費 2,000 円 

５月１０日（土）までに 

近藤正司(0276-56-0486) 

小野正江(0276-31-8622) 

詳細は＜ここ＞クリック 

８ 編集委員会 
４月２１日（月） 
１３：３０～ 

組合会議室 
都合の悪い場合は、事務局ま

で忘れずにご連絡ください。 
９ 

幹事会 

  

４月１４日（月） 
１３：３０～ 

９ 
５月７日（水） 
１６：００～ 

【ボランティア】 
ぴっころ福祉作業所 

作業応援 

６月９日（月）～ 

６月１２日（木） 

13：00～15：00 

ぴっころ 

福祉作業所 

ホッチキス針の箱詰め 

事務局までｔｅｌ、ｆａｘ等で 
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菱の実会だよりホームページ アドレス http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

◎  昨今の原油の高騰、温暖化防止のためバイオ燃料の奨励、異常気象で穀物の不作等

で、ガソリンをはじめ、多くの食品が値上がりし家計を圧迫しています。我々年金

生活者は収入が増えないためやりくりが大変です。加えてサブプライムローン問題

で経済が不安定になってきています、ここは我慢で切り抜けるしかないようでね。 

しかし我々には時間が有ります、使い方で多いに楽しむ事も出来ると思います。

私事ですが、昨年果物の木を何本も植えました。３～４年後には夏から春まで色々

な果物が食べられるようになります。今から大変楽しみにしている次第です。 

                                  ＜ 大谷 清輔 記 ＞ 

編集後記 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/0805tenis.pdf

